
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果
成績

評価
評価説明

（特記事項）

1 2-1-5 総務課
電話待受ＢＧ
Ｍ

庁内電話の待受音を
「月の沙漠」にする。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

庁内電話の
待受音を
「月の沙漠」
にする。

0 0

庁内電話の待
受音として「月
の沙漠」を活用
した。

Ａ

高砂ゆかりの人物であ
る佐々木すぐる氏の顕
彰に寄与することがで
きた。

2 2-1-5 総務課 庁内ＢＧＭ
昼休み時間に「月の
沙漠」などの童謡をＢ
ＧＭで流す。

ゆかりの人物であ
る「佐々木すぐる」
の啓発

昼休みのＢ
ＧＭとして
「月の沙漠」
を流す。

0 0

昼休みのＢＧＭ
として「月の沙
漠」を活用し
た。

Ａ

高砂ゆかりの人物であ
る佐々木すぐる氏の顕
彰に寄与することがで
きた。

3 3-3-3 総務課
後援申請の案
内、承認

活動団体のイベント
等に対して、後援申
請の案内及び承認を
行う。

学術、文化、ス
ポーツ及び福祉等
に関する事業を行
う団体に対し、市
の後援名義 の使
用を承認すること
によりその事業を
奨励し、学術、文
化及びスポーツの
振興並びに福祉
の増進等に資する
ことを目的とする。

申請に応じ
て

0 0
承認件数
133件

- -

4 1-1-1
人事課
文化スポーツ課
生涯学習課

新任職員研修
「高砂学」

高砂市歌、謡曲「高
砂」、ゆかりの人物の
紹介等を行う。

新任職員が謡曲
「高砂」やゆかりの
人物を知る機会を
設ける。

年1回 0 0
年1回（4月）実
施した。

Ａ

新任職員に対して、謡
曲「高砂」やゆかりの人
物について紹介し、理
解を深めることができ
た。

5 1-1-1 秘書担当
行事において
謡曲「高砂」を
活用

市制施行記念式典等
行事のオープニング
で謡曲「高砂」を謡
う。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

4回 10 10

市制施行記念
式典、新春交
礼会、高砂未
来研究会親睦
スポーツ大会、
高砂浜風駅伝
において、謡曲
「高砂」を謡っ
た。

Ａ

目標通り、４回実施し、
幅広い年代の方に謡曲
「高砂」に親しむ機会を
設けることができた。

6 3-2-1
広報広聴担当

情報発信の充
実

イベント案内や活動
報告（写真掲載）を行
う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

ホームペー
ジアクセス
数（サイト全
体）
2,222,000件
フェイスブッ
ク登録者
1,800件

1,491 1,366,200

毎日、フェイス
ブックへ最新の
情報を発信し、
市のPRに努め
た。また、ホー
ムページの
キービジュアル
を利用し、イベ
ント案内や市政
情報の発信を
行った。ホーム
ぺージアクセス
数（サイト全体）
3,368,092件。
フェイスブック
登録者1,839
件。

Ａ

アクセスしやすいホー
ムページの運用に努め
た。また、ホームページ
やフェイスブックで最新
の情報をタイムリーに
更新し、提供すること
で、イベント等への参加
者の促進を図ることが
できた。

7 3-3-2 資産税課

文化財の固定
資産税及び都
市計画税の減
免

文化財に指定された
建築物の税を減免す
る。

税の減免により文
化財の保護活動
を支援する。

- - -
該当がなかっ
た。

-

今後、文化財指定され
た場合、税の減免を行
い、文化財保護の支援
を図ります。

8 1-2-2
市民活動推進
課

たかさご万灯
祭でのボラン
ティア募集

高砂市民ボランティ
アの登録者に活動依
頼を行い、キャンドル
点灯に係る作業や歴
史ガイドの活動を行
う。

登録者に、万灯祭
への積極的な参
加を促すことを目
的とする。

3団体 0 0

登録者及び登
録団体（3団体）
に、万灯祭での
ボランティアに
ご参加いただ
いた。(延107
人）

Ａ

高砂市民ボランティア
登録制度を活用し、地
域の文化活動へ積極的
に関わる人材の育成が
図れた。

9 3-1-2
市民活動推進
課

市民ギャラリー
「あいぽっと」の
活用

本庁舎１階市民室の
一部を活動の発表や
展示の場として提供
する。

市民の文化芸術
活動や市民活動
の向上を図る

24団体 0 0

13団体（展示実
施件数は、市
の事業を含め、
24件となった。）

Ａ

市の事業に関する情報
発信の件数が多くなっ
たことにより、団体数は
目標には届かなかった
が、市民の文化芸術活
動や市民活動の啓発を
図ることができた。

一連
番号

（資料１）　実施計画進捗管理資料 表の見方
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番号…基本施策－施策の方向－施策
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10 3-3-2
市民活動推進
課

市民提案型地
域協働推進事
業「夢のシロ」
補助金

市民が主体的、自主
的に行う公益活動に
対し補助金を交付す
る。

市民の個性を活
かす市民参画都
市高砂をめざし、
市民の豊かな発
想による魅力的な
まちづくりを推進
するとともに、市民
活動のさらなる活
性化と地域力の向
上を図る。

予算の範囲
内で多くの
団体に活用
してもらう。

1,000 1,000,000

補助対象団体
（3団体）に「夢
のシロ」事業の
目的を達成す
る事業に補助
金を交付した。

Ａ

市民が主体的、自主的
に行う公益活動に対
し、補助金を交付し、市
民活動の活性化と地域
力の向上を図ることが
できた。

11 1-1-1 文化スポーツ課
高砂文化教室
「高砂学」

市民講師による歴史
文化の講座、野外活
動を行う。

高砂の歴史や文
化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

76
(総額）

62,083
(総額）

活動編6回、講
座編3回、寺子
屋編1回、謡曲
編5回の講座を
開催し、延408
人が参加した

Ａ

台風により講座編を１
回中止としたが、各講
座で高砂の歴史や文化
について理解を深める
ことができた。

12 1-1-1 文化スポーツ課
行事において
謡曲「高砂」を
活用

行事のオープニング
や高砂文化教室「高
砂学」で謡曲「高砂」
を謡う。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

「高砂学」
5回
会議前
2回

0 0

・高砂学「謡曲
編」を5回開催
した。
・文化振興審議
会開催前に全
員で謡曲「高
砂」を謡った。
・謡曲高砂普及
委員会開催時
に委員全員で
謡曲「高砂」を
謡った。

Ａ

高砂学謡曲編以外にも
謡曲を謡う機会を設け
ることで、ふるさと「高
砂」への愛着と誇りを育
めた。

13 1-1-2 文化スポーツ課
高砂こども狂
言ワークショッ
プ

認定こども園、幼稚
園、保育園の５歳児
を対象に、こども狂言
ワークショップ等を実
施する。

認定こども園、幼
稚園、保育園児を
対象に、古典芸能
である能狂言を体
験する機会を設け
る。

6回 1,171 1,107,760

年6回実施し、
認定こども園、
幼稚園、保育
園の5歳児781
人が参加した。

Ａ

古典芸能である能狂言
や謡曲「高砂」に触れる
機会を設けることで、ふ
るさと「高砂」への愛着
や誇りを育めた。

14 1-2-1 文化スポーツ課
高砂文化教室
「高砂学」での
講師

市民講師を募集し、
「高砂学」にて講義や
指導を行う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努
める。

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

76
（総額）

62083
(総額）

活動編6回、講
座編3回、寺子
屋編1回、謡曲
編5回の講座を
開催し、延408
人が参加した。

Ａ

台風により講座編を１
回中止としたが、地域
で活動している市民を
講師として活用し、高砂
の歴史や文化について
知識や技術の普及する
ことができた。

15 1-2-2 文化スポーツ課

高砂文化教室
「高砂学」での
講師
（再掲1-2-1）

市民講師を募集し、
「高砂学」にて講演や
指導を行う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努
める。

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

76
（総額）

62083
(総額）

活動編6回、講
座編3回、寺子
屋編1回、謡曲
編5回の講座を
開催し、延408
人が参加した。

Ａ

台風により講座編を１
回中止としたが、各講
座で高砂の歴史や文化
について理解を深める
ことができた。

16 1-3-5 文化スポーツ課
ラトローブ市と
の姉妹都市交
流

姉妹都市であるオー
ストラリアのラトロー
ブ市から親善大使を
受け入れ、交流す
る。

姉妹都市である
オーストラリアのラ
トローブ市と友好
親善を深めるとと
もに、国際理解や
関心を高める。

10人 123 122,326

ラトローブ市の
親善大使の受
入は、次年度
へと延期となっ
た。ラトローブ
市長表敬訪問
の受入を行っ
た。

Ａ

ラトローブ市側の都合
により、親善大使受入
事業は、次年度へ延期
となったが、ラトローブ
市長表敬訪問の受入を
行い、ラトローブ市との
相互理解を図ることが
できた。

17 2-1-2 文化スポーツ課
文化奨励賞、
文化功労賞

・文化賞検討委員会
を開催し、文化奨励
賞等を推薦する。
・文化連盟より文化
功労賞の推薦を依頼
する。

文化の興隆に貢
献した者等を表彰
制度により顕彰す
る。

文化奨励賞
2人
文化功労賞
5人

41 27,997
文化功労賞2人
を推薦した。

Ａ

文化賞検討委員会を開
催したが、候補者の推
薦には至らなかった。ま
た、文化連盟より文化
功労賞の推薦を受け、
文化の興隆に貢献した
方を顕彰することができ
た。

18 2-1-3 文化スポーツ課
高砂文化教室
「高砂学」
（再掲1-1-1）

市民講師による案内
でまち歩きをウォーク
ラリー形式で行い、
高砂市内の文化財建
造物や史跡を見学す
る。

まち歩きを通して
高砂市内の文化
財建造物や史跡
に関心を持っても
らう。

年1回
（高砂学活
動編）

5 2,150

ウォークラリー
を実施し、親子
を含む36人が
参加した。

Ａ

クイズ形式のまち歩き
を通して、高砂市内の
文化財建造物や史跡に
関心を持ってもらうこと
ができた。
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19 2-1-5 文化スポーツ課
高砂ゆかりの
人物の顕彰

以下の事業を実施及
び支援する。
①高砂文化教室
「高砂学」夏季講座編
（高砂の現代の俳人
達、河合義一、入江
樵風・尾崎庄兵衛）、
活動編（宮本武蔵・伊
織）の実施
②文化まつり事業に
おいて、佐々木すぐ
るの展示を行う。

市や団体が事業
等を実施すること
により、ゆかりの
人物やその功績を
周知する。

①4回
②１回

①20
②0

①8,500
②0

①高砂文化教
室
「高砂学」講座
編（入江樵風、
尾崎庄兵衛）、
活動編（宮本武
蔵・伊織）を実
施した。
②市民音楽祭
において、展示
を行った。

Ａ

事業の実施や活動団体
の紹介等を行うことで、
高砂ゆかりの人物につ
いて顕彰を行うことがで
きた。

20 2-2-3 文化スポーツ課
ふるさと文化財
案内板（標柱）

ふるさと文化財として
登録された財産につ
いて、竜山石製の標
柱（案内板）を設置す
る。
また、案内板の周知
を行う。

標柱（案内板）によ
り、ふるさと文化財
の周知を行い、後
世へ継承する。

広報、ホー
ムページで
周知する。

0 0

新指定がな
かったため、案
内板の増設は
なかった。
ホームページ
に掲載した。

Ａ

既存のふるさと文化財
についてホームページ
に掲載し、周知を図るこ
とができた。

21 2-2-4 文化スポーツ課
高砂文化教室
「高砂学」（子ど
も寺子屋）

申義堂を活用し、夏
休みに小学生を対象
に、お琴と狂言の体
験教室を行う。

伝統文化に触れる
とともに、文化財を
周知・啓発する。

年1回 0 0

子ども寺子屋を
開催し、12人の
参加者があっ
た。

Ａ

伝統文化の体験を、申
義堂で開催することに
より、子ども達が文化財
について理解を深める
ことができた。

22 2-2-6 文化スポーツ課

高砂文化教室
「高砂学」謡曲
編

市民講師による謡曲
教室を開催する。

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
め、より多くの人が
謡えるようにする。

5回 10 7,500
謡曲編を5回実
施し、20人が参
加した。

Ａ

初めての受講者もあ
り、市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、より
多くの方が謡えるように
なった。

23 2-2-6 文化スポーツ課
謡曲「高砂」の
ＣＤ配付

市民課窓口におい
て、婚姻届を提出し
た人に謡曲「高砂」の
ＣＤを配付する。

謡曲「高砂」を聴く
機会を設けるとと
もに、高砂市が謡
曲「高砂」ゆかりの
地であることをＰＲ
する。

400件 86 85,360

婚姻届を提出
した方に謡曲
「高砂」のCDを
241枚配布、市
美術展入賞者
65人など、謡曲
「高砂」のＣＤを
合計400枚配布
した。

Ａ

多くの方に謡曲「高砂」
を聴く機会を設け、謡曲
「高砂」のＰＲすることが
できた。

24 2-2-9 文化スポーツ課
高砂文化教室
「高砂学」
（再掲1-1-1）

市民講師による料理
教室を行う。

高砂の海で獲れる
海産物について学
ぶ機会を設ける。

活動編
1回

2 1,000
料理教室を開
催し、12組25人
が参加した。

Ａ

料理教室の開催を通じ
て、高砂の海で獲れる
海産物について学ぶ機
会を提供することができ
た。

25 2-3-4 文化スポーツ課

高砂文化教室
「高砂学」謡曲
編（再掲2-2-
6）

市民講師による謡曲
教室を開催する。

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
め、より多くの人が
謡えるようにする。

5回
10

（再掲）
7,500

（再掲）

謡曲編を5回実
施し、20人が参
加した。

Ａ

初めての受講者もあ
り、市民の謡曲「高砂」
への関心を高め、より
多くの方が謡えるように
なった。

26 3-1-1 文化スポーツ課 高砂市美術展
高砂市美術展を開催
する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,800人

3,122 2,746,075

275人から作品
出品があり、
196点を会場に
展示した。3日
間で1,736人の
来場者があっ
た。

Ａ

前年度に各分野で大賞
を受賞した方の展覧会
も同時開催し、優れた
芸術作品に触れる機会
を提供できた。

27 3-1-1 文化スポーツ課
文化まつり事
業

文化連盟加盟団体が
文化まつり事業を実
施する。

それぞれの団体
の活動を発表する
ことにより、文化を
育て、伝承してい
く。

16団体 1,809 1,500,910
16団体が文化
まつり事業を実
施した。

Ａ

各団体が文化まつり事
業を実施し、活動の成
果を発表することで、団
体活動を活性化させる
ことができた。

28 3-1-2 文化スポーツ課
文化会館展示
スペースの活
用

展示スペースを活用
し、作品展示や高砂
ゆかりの人物の紹介
を行う。

空スペースを作品
展示等のスペース
として有効活用す
る。

3件 0 0

文化会館の展
示スペースを活
用し、高砂学の
案内や、文化ま
つり事業などの
文化事業の展
示を行った。

Ａ

文化会館の展示スペー
スを活用し、市内の文
化活動について周知を
図ることができた。

29 3-1-3 文化スポーツ課
病院、福祉施
設の活用

各種文化関係団体等
の慰問の調整をす
る。

活動団体の発表
の場を増やす。

1件 - -

慰問への調整
の問い合わせ
はなかったが、
各種文化関係
団体が福祉施
設等への訪問
し、慰問を行っ
た。

Ａ

各種文化関係団体が福
祉施設等へ訪問し、そ
れぞれの団体の活動に
ついて発表を行うことが
できた。
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30 3-1-3 文化スポーツ課
高砂市美術展
（再掲3-1-1）

高砂市美術展を開催
する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

来場者数
1,800人

3,122
（再掲）

2,746,075
（再掲）

275人から作品
出品があり、
196点を会場に
展示した。3日
間で1,736人の
来場者があっ
た。

Ａ

前年度に各分野で大賞
を受賞した方の展覧会
も同時開催し、優れた
芸術作品に触れる機会
を提供することができ
た。

31 3-1-4 文化スポーツ課
行事開催時に
おける各団体
の紹介

行事のオープニング
等で文化団体を紹介
する。

文化団体の活動
の周知を図る。

2回 0 0

高砂学の講演
等を通して、文
化団体の活動
を紹介した。

Ａ

高砂学の講演等を通し
て、文化団体の活動を
紹介し、周知を図ること
ができた。

32 3-1-9 文化スポーツ課
活動・発表場
所の紹介

市内の文化施設や公
民館など、活動・発表
の場の紹介をする。

市内の文化施設
や公民館など、活
動・発表の場を紹
介し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設での活動・発
表の場につい
て、ホームペー
ジ等で情報提
供した。

Ａ

市内の文化施設等にお
ける活動・発表の場を
紹介し、市民の文化活
動を支援することができ
た。

33 3-1-9 文化スポーツ課
市民ギャラリー
の紹介

市民ギャラリー等、展
示場所の調査、紹介
を行う。

文化施設やギャラ
リーなど、活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の
場を広げる。

随時 0 0

市内外の方に
文化施設や市
民ギャラリーの
紹介するととも
に、調査を行っ
た。

Ａ

市内外の方に活動・発
表の場を紹介し、文化
活動団体の支援ができ
た。

34 3-2-1 文化スポーツ課
広報たかさご
への掲載

イベント案内や活動
報告（写真掲載）を行
う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

45件 0 0

広報たかさごに
イベント情報
（案内・報告）を
55件掲載した。

Ａ

広報たかさごに掲載し
て、情報発信し、多くの
方に周知を図ることが
できた。

35 3-2-1 文化スポーツ課
ホームページ
への掲載

イベント案内や活動
報告（写真掲載）を行
う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

掲載件数
25件 0 0

ホームページ
にイベント情報
（案内・報告）を
30件掲載した。

Ａ

文化スポーツに関する
イベントや講座の募集、
実施報告をし、多くの方
に周知を図ることができ
た。

36 3-2-2 文化スポーツ課

各新聞社、ＢＡ
Ｎ‐ＢＡＮテレビ
等への情報提
供

イベント案内等、情報
提供する。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

10件 0 0

広報に掲載す
る情報を新聞
社、テレビへ情
報提供した。

Ａ

イベント案内等が新聞
をに掲載されたり、BAN
‐BANテレビで放映さ
れ、多くの方に周知を
図ることができた。

37 3-2-3 文化スポーツ課
ポスター等の
展示、チラシの
配布

各施設でポスター展
示、関係団体等への
チラシ配布を行う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

随時 0 0

市内公共施設
等にポスター展
示やチラシ配布
を行った。

Ａ
多くの施設利用者に対
して、周知を図ることが
できた。

38 3-2-3 文化スポーツ課
高砂市に関す
る資料の発
行、配布

高砂市に関する文化
情報等の配付を行
う。

高砂市に関する資
料の発行や配付
を行うことにより、
高砂市の文化に
ついて周知する。

随時 0 0

イベント情報な
ど各種資料を
作成し、イベン
トや講座におい
て配布した。

Ａ

イベント等を通して、市
民等に対して、高砂市
の最新の文化情報につ
いて周知を図ることが
できた。

39 3-2-6 文化スポーツ課
活動団体（個
人）の情報収
集

各種イベント等をとお
して、文化に関わる
団体（個人）の情報収
集を行う。

文化に関わる団体
（個人）の情報収
集を行い、行政の
行うイベント等に
新たなアイディア
等を取り入れる。

1件 0 0

広報に掲載す
る情報を新聞
社、テレビへ情
報提供した。

Ａ

イベント案内等が新聞
に掲載されたり、BAN‐
BANテレビで放映され、
多くの方に周知を図る
ことができた。

40 3-2-7 文化スポーツ課
郷土学習に関
わる団体との
情報交換

郷土史研究等を活動
内容とする市民団体
や市民が、主体と
なって相互に情報交
換や発表できる場を
設けることができるよ
う、よびかける。

市民・各団体の情
報交流の場ができ
れば、厚みのある
市民活動の推進
につながる。

市民・団体
間の連絡調
整の場を設
定

0 0

郷土史研究活
動を行う市民が
主体となり、定
期的に情報交
換を実施した。

Ａ

定期的に情報交換を実
施することで、市民の主
体的な活動の推進を図
ることができた。

41 3-3-1 文化スポーツ課
高砂市文化振
興審議会

文化事業の進捗状況
や次年度事業の検討
を行う。

文化振興実施計
画等、基本方針に
付随する事項につ
いて調査審議す
る。

2回 239 204,835

文化振興審議
会を2回開催
し、文化事業の
進捗管理及び
次年度事業の
検討を行った。

Ａ

文化事業の進捗管理及
び次年度事業の検討を
行った。
文化振興によるまちづく
りを総合的かつ計画的
に推進を図ることができ
た。
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42 3-3-2 文化スポーツ課
文化連盟等へ
の補助金

文化まつりとして、文
化連盟及び加盟団体
が行う事業に対し、
補助金を交付する。

各文化活動を支
援することにより、
文化振興を図る。

16団体 792 704,000

文化連盟加盟
団体（16団体）
が行う事業に
対し、補助金を
交付した。

Ａ

補助金を交付すること
により、加盟団体の文
化活動を支援すること
ができた。

43 3-3-3 文化スポーツ課
後援申請の案
内

活動団体のイベント
等に対して後援申請
の案内を行う。

申請方法や申請
場所を案内するこ
とで、手続きが円
滑に行えるように
する。

随時 0 0

各種文化団体
に対して、後援
申請の案内を
行った。

Ａ

文化連盟加盟団体や来
庁者に案内し、団体の
文化活動の支援するこ
とができた。

44 3-3-5 文化スポーツ課 企業との連携
実施事業について、
協力、連携を図る。

企業との連携を支
援し、文化活動を
通して地域の活性
化を図る。

1件 0 0

市美術展にお
いて神戸新聞
社賞を設け、表
彰状と盾を提
供いただいた。

Ａ
企業と連携し、市美術
展の充実を図ることが
できた。

45 3-4-1 文化スポーツ課

文化会館・文
化保健セン
ターの施設整
備

施設の整備を行う。

文化に接する場や
練習、発表の場を
整備、充実するこ
とにより、活動団
体を支援する。

①文化保健
センターエ
レベーター
改修工事、
屋上防水工
事
②指定管理
者による小
修繕

①19,901
②500

①
19,119,240

②5,016,805

①文化保健セ
ンターエレベー
ター改修工事、
屋上防水工事
②指定管理者
による小修繕を
行った。

Ａ

市民の文化活動を支援
し、安全・安心に利用で
きるよう、計画的に文化
施設の整備を行い、施
設の適切な維持管理に
努めた。

46 4-1-3 文化スポーツ課
文化団体のコ
ラボレーション

さまざまな文化団体
のコラボレーションの
企画や団体間の調整
を行う。

コラボレーションす
ることで、他団体と
の交流や新たな文
化活動への発展
を促す。また、多
方面から高砂市を
紹介する。

1回 0 0

「市美術展」に
おいて、美術作
品を背景にロ
ビーコンサート
を実施した。

Ａ

コラボレーションするこ
とで、多くの来場者を呼
び込み、新たな文化発
展につながった。

47 4-2-2 文化スポーツ課
宍粟市との交
流

宍粟市が実施する事
業について、「広報た
かさご」に掲載、ポス
ター、チラシの配布を
行う。

宍粟市が実施する
事業を市民に知ら
せ、参加者を募
る。

4件 0 0

宍粟市が実施
する事業（4件）
について、広報
掲載やポス
ター・チラシの
配布を行った結
果、14人の新
規参加者が
あった。

Ａ

広報等を通して、広く情
報提供をすることによ
り、宍粟市のことを市民
に周知し、宍粟市への
訪問し、交流する機会
を提供することができ
た。

48 3-3-1
文化スポーツ課 各種団体等の

連絡会議

各種文化関係団体等
の会議の実施や行政
との連絡調整等を行
う。

各種文化関係団
体等の行う文化活
動への支援や協
力・連携を図る。

1回 0 0

文化連盟等、
各種文化団体
の会議の開催
を支援し、行政
との連絡調整
を行った。

Ａ

会議等の開催の支援や
連携を行うことで、各種
文化関係団体の運営を
円滑に進めることがで
きた。

49 2-1-3
文化スポーツ課
（スポーツクラブ
21）

ウォーキング
マップの活用

ウォーキングマップを
活用し、交流ウォー
キングを実施する。

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することにより、
歴史的遺産を紹
介する。

1回 - -

スポーツクラブ
２１が米田地区
において交流
ウォーキングを
実施した。（１
回）

Ａ

交流ウォーキングを実
施し、ウォーキングマッ
プの活用及び市内の歴
史遺産の周知を図るこ
とができた。

50 1-3-6
文化スポーツ課
（スポーツ少年
団）

キッズクラブ
陸上競技場等で、陸
上、絵画、音楽等の
活動を行う。

遊びを通じて基礎
体力を養うととも
に、伝承遊び等を
取り入れ、文化・ス
ポーツ両面から活
動する場を設け
る。

月2回 - -

月2回実施し、
陸上のほか七
夕、野菜作り体
験等、文化活
動も行った。

Ａ

伝承遊びほかさまざま
な活動を取り入れ、文
化・スポーツ両面から活
動する場を設けることで
地域文化の関心を高め
ることができた。

51 1-1-2

文化スポーツ課
（高砂観月能子
ども仕舞実行委
員会）

子ども仕舞教
室

子ども対象に仕舞教
室を実施し、高砂観
月能で披露する。

（文化スポーツ課）
募集記事を広報た
かさごに掲載する
ことにより、活動を
支援する。
伝統文化である能
楽に親しみ、ふる
さとを愛する心を
育む。

1回 - -

子ども仕舞出
演者募集につ
いて広報を行
い、仕舞教室を
実施し、高砂観
月能で披露し
た。

Ａ

（文化スポーツ課）
子ども達が伝統文化を
体験する機会を通し、
ふるさとを愛する心を育
めた。

52 1-3-1
文化スポーツ課
（文化連盟加盟
団体）

文化まつり事
業等各種イベ
ントへの参加

保育園・幼稚園・学校
等に対して、文化ま
つり事業等各種イベ
ントへの参加を推進
する。

市内の子どものた
めに文化活動の
発表の場を設け、
感性を磨く機会と
する。

1回 - -

市民音楽祭に
中学校の合唱
部が出演した。
（１回）

Ａ

市民音楽祭に参加し、
発表する場を設けるこ
とで、感性を磨き、芸術
活動の楽しさへの理解
を深められた。
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53 4-2-1

文化スポーツ課
（高砂市文化連
盟・各実行委員
会）

東播磨文化団
体連合会事業
※２

各大会に参加する。

東播磨の各団体と
合同で大会を実施
し、文化交流をす
ることにより、活動
を広げ、深める。

高砂主催
なし

その他
8事業

- -

文化連盟加盟
団体が各大会
（7事業）に参加
した。

Ａ

１事業は荒天により開
催が中止となったが、
各大会への参加し、交
流することで活動の幅
を広げることができた。

54 1-2-1
文化スポーツ課
（東播磨文化団
体連合会）

文芸誌「東はり
ま文化子午線」
の発行

専門家の知識、経験
を活かし文芸冊子を
発行する。

市民の文芸創作
活動を促すととも
に、優れた作品を
提供し、文芸の普
及と向上を図る。

年１回 - -
東はりま文化
子午線第42号
が発行された。

Ａ

多くの市民の作品が掲
載された、東はりま文化
子午線第42号が発行さ
れ、優れた作品が受賞
した。

55 3-3-2
文化スポーツ課
（文化会館）

文化会館、文
化保健セン
ターの優先利
用及び利用料
金の減免

・文化まつり事業につ
いては、優先利用、
利用料金の減免をす
る。
・文化連盟加盟団体
の行う事業は、利用
料金の減免をする。

優先利用、利用料
金の減免により、
文化活動を行う団
体を支援する。

16事業 1,017 796,910

文化連盟加盟
団体の実施す
る15事業につ
いて、文化会館
等の優先利
用、利用料金
の減免、施設
予約の調整等
を行った。

Ａ

文化会館等の優先利用
等を行うことにより、加
盟団体の文化活動を支
援することができた。

56 4-1-1
文化スポーツ課
（文化会館）

文化会館での
各種イベント

さまざまな分野のイ
ベントを実施する。

多様な文化に触
れる機会を提供す
る。

- - -

ダンスコンテス
ト等の事業の
ほか、童謡コー
ラスやダンス等
講座事業を開
催した。

Ａ

さまざまな分野の講座
やイベントを実施し、多
様な文化に触れる機会
を提供できた。

57 2-2-6
文化スポーツ課
（謡曲「高砂」普
及の会）

謡曲「高砂」普
及の会

・謡曲「高砂」の普及
について協議する。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高砂」
の普及

- -
年2回開催し
た。

Ａ

謡曲「高砂」を普及させ
るための事業等につい
て協議し、尉姥祭にて
謡曲大合唱に参加し
た。

58 2-2-8
文化スポーツ課
（謡曲「高砂」普
及の会）

謡曲「高砂」普
及の会
（再掲2-2-6）

・謡曲「高砂」の普及
について協議する。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高砂」
の普及

- -
年2回開催し
た。

Ａ

謡曲「高砂」を普及させ
るための事業等につい
て協議し、尉姥祭にて
謡曲大合唱に参加し、
謡曲「高砂」に親しむ機
会を提供することができ
た。

59 1-3-1

文化スポーツ課
（高砂マラソン
大会実行委員
会）

高砂マラソンポ
スター

ポスターの募集を行
う。

マラソンへの関心
を高めポスター募
集を通して子ども
達が芸術作品を
発表する機会を提
供する。

年１回 - -

市内各小学より
537点の応募が
あり、実行委員
会で選考し、１
点が高砂マラソ
ンのポスターと
して採用され
た。

Ａ

ポスターの募集を行
い、高砂マラソンにて表
彰・掲示を行い、子ども
達に芸術作品の創造と
発表する機会を提供で
きた。

60 3-3-4
文化スポーツ課
ほか

指定管理者と
の連携

施設管理や実施事業
等について連携を図
る。

施設管理や実施
事業等について連
携を図ることによ
り、文化団体が活
動しやすい環境づ
くりや多様な文化
事業を展開する。

・会議
月１回
・運営委員
会
年１回
・事業随時

0 0

（文化スポーツ
課）
月１回文化会
館連絡調整会
議を行った。

Ａ

（文化スポーツ課）
毎月会議を行い、施設
管理や実施事業につい
て連絡、調整を行うこと
で、文化団体が活動し
やすい環境整備を図る
ことができた。

61 3-3-4
文化スポーツ課
ほか

公益財団法人
高砂市施設利
用振興財団と
の連携

施設管理や実施事業
について連携を図
る。

施設管理や実施
事業等について連
携を図ることによ
り、文化団体が活
動しやすい環境づ
くりや多様な文化
事業を展開する。

1件 0 0

財団、剣道連
盟、美術協会
が連携し、武
蔵・伊織児童絵
画・書道展を
行った。

Ａ

剣道大会と共に絵画・
書道展を開催し、子ども
達に芸術作品の創造と
発表する機会を提供で
きた。

62 1-2-2
文化スポーツ課
（国際交流）

翻訳・通訳ボラ
ンティアの登録
及び派遣等

外国語の翻訳、通訳
ボランティアを募集
し、依頼により派遣等
を行う。

外国籍の方の日
常生活の支援や
国際交流に関する
公的機関の補助
を行う。また、庁内
や市内各団体の
補助を行う。

登録20人
80件

- -

医療や教育に
関する翻訳、通
訳業務（130件）
を行った。

Ａ

翻訳ボランティアの調
整、派遣により、市内在
住の外国人に対し、支
援することができた。
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63 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

ＡＬＴの招聘に
関する支援
※ＡＬＴ：外国語
授業の補助を
行う外国語指
導助手
（Assistant of
Language
Teacher）の略
語。

ラトローブ市からALT
を招聘するにあたり、
教育委員会の支援を
行う。

外国語教育の充
実及び異文化に
対する理解や関心
を高めるための支
援を行う。

1人 - -

ラトローブ市か
ら1人のALT（英
語指導助手）の
受入に関する
各種契約事務
の通訳等を
行った。

Ａ

ラトローブ市からALTを
招聘するにあたり、教
育委員会の支援を行
い、市内学校の外国語
教育の充実等を図るこ
とができた。

64 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

トライやる
ウィークでの生
徒受け入れ

市内中学校より生徒
を受け入れ、国際交
流の仕事について学
ぶ機会を提供する。

国際交流の仕事
を通じて、国際理
解への関心を高め
る。

－ - -

受入の調整を
図っていたが、
姉妹都市への
訪問事業の日
程と重なり、受
入が出来なく
なった。

Ｂ

市内中学生の国際理解
への関心を高めるた
め、受入の調整を図っ
ていたが、調整がつか
ず受入が困難となっ
た。

65 1-3-5
文化スポーツ課
（国際交流）

子どもインター
ナショナルデイ
キャンプ
（播磨町・稲美
町との合同事
業）

小学生を対象にした
キャンプを実施する。

他地域の子どもや
ALTと共に、キャン
プを通じて英語を
楽しく学ぶ機会を
提供する。

10人 - -

他地域の子ど
もやALTと共に
キャンプを計画
していたが、台
風のため中止
となった。

Ａ
27人の小学生の参加
応募があったが、台風
のため、中止となった。

66 3-2-1
文化スポーツ課
（国際交流）

ホームページ
の開設、運営

国際交流協会の活動
状況やイベント情報
を掲載する。

国際交流の活動
状況やイベント情
報の周知を図る。

随時 0 0

国際交流協会
の活動状況や
イベント情報を
掲載した。

Ａ

イベント情報を適時更
新し、掲載することによ
りイベントへの参加者を
増やすことができた。

67 3-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

国際交流通信

イベントの報告やお
知らせの冊子を作成
し、協会会員や市内
関係各所に配布す
る。

通信を通じて、国
際交流協会の活
動状況を知っても
らう。

年4回 - -

通信を年４回発
行し、国際交流
協会の活動状
況を掲載し、会
員や市内関係
各所に配布し
た。

Ａ

通信を年４回発行して、
市内関係各所に配布
し、国際交流協会の活
動状況の周知を図っ
た。

68 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

ラトローブ・デイ
～国際交流
バーベキュー
～

日本人と在日外国人
との交流バーベ
キューを行う。

バーベキューを通
じて日本人と在日
外国人との交流の
場を提供し、多文
化共生への関心
を高める。

200人 - -

在日外国人100
人を含む335人
の参加者が
あった。

Ａ

バーベキューを通じて
日本人と在日外国人と
の交流の場を提供し、
多文化共生への関心を
高めることができた。

69 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

国際交流バス
旅行

日本人と在日外国人
のための1日バス旅
行を実施する。

バス旅行を通し
て、在日外国人と
の交流の場を提
供する。

50人 - -
外国人6人を含
む60人の参加
者があった。

Ａ

バス旅行を通して、日
本人と在日外国人との
交流の場を提供し、多
文化共生への関心を高
めることができた。

70 4-2-3
文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流
会（国際交流
サロン）

外国籍の人と簡単な
英語と日本語で毎回
テーマを決めて会話
する。

外国籍の人と会話
することにより、相
互の文化交流の
機会を設ける。

毎月1回
のべ120人

- -

テーマに沿った
会話のほかクリ
スマスサロン等
を開催した。
（毎月1回、の
べ190人参加）

Ａ

外国籍の方と会話する
ことにより、相互の文化
交流の機会を設けるこ
とができた。

71 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

日本語教室
在日外国人が日本語
を学ぶ機会を設け
る。

外国籍の人が日
本で生活するため
に必要最低限度
の日本語を習得す
る場を設ける。

毎週2回 - -

・日本語を学ぶ
教室を毎週2回
開催した。40人
が参加した。

Ａ

外国籍の人が日本で生
活するために必要最低
限度の日本語を習得す
る場を設け、在住外国
人へ支援を図ることが
できた。

72 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

語学講座（韓
国語・英会話・
中国語）

日本人対象の語学講
座

外国語とともに、
外国の文化や歴
史を学ぶ機会を設
ける。

70人 - -

韓国語（初級・
中級）・英会話・
中国語講座を
開催した。（85
人）

Ａ

外国語とともに、外国の
文化や歴史を学ぶ機会
を設け、相互の文化を
理解するとともに、通訳
ボランティアの育成を図
ることができた。

73 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流
会（国際交流
講演会）

外国人や外国に詳し
い人等を講師として
招き、講演会等を開
催する。

外国文化について
学ぶ機会を設け
る。

年1回 - -

国際交流講演
会を年1回実施
し、のべ40人が
参加した。

Ａ

外国文化について学ぶ
機会を設け、多文化共
生への関心を高めるこ
とができた。
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74 4-2-4
文化スポーツ課
（国際交流）

たかさご万灯
祭においてラト
ローブ市の紹
介

たかさご万灯祭にお
いてラトローブ市の紹
介

海外姉妹都市のラ
トローブ市を紹介
する。

年1回 - -

ラトローブ市と
の交流に関す
るパネル展示
を行った。来場
者1000人

Ａ

姉妹都市ラトローブ市
について学ぶ機会を設
け、相互理解を高める
ことができた。

75 3-1-2

未来戦略推進
室
（男女共同参画
センター）

男女共同参画
センターの活
用

市民グループ（エッセ
イグループ）の活動
支援及び場所の提供
を行う。

男女共同参画セン
ター市民グループ
の育成を推進す
る。

市民グルー
プの活動支
援のため開
催場所の提
供を行う。

0 0
毎月１回、開催
場所の提供を
行った。

Ａ

開催場所の提供を行う
等の支援を図り、積極
的なグループ活動が行
われ、市民グループの
育成を推進することが
できた。

76 1-3-7
未来戦略推進
室　若者・青少
年支援担当

夏休み工作教
室

小学生を対象に自由
木工工作を実施す
る。

工作を通じて物づ
くりの楽しさを体験
する。

20人 41 40,300
小学生12人が
参加し、木工工
作を行った。

Ａ

工作を通じて、物づくり
の楽しさを体験する機
会を提供することができ
た。

77 1-3-7
未来戦略推進
室　若者・青少
年支援担当

中学生サイエ
ンスキャンプ

明石高専の教員を講
師に招き、中学生を
対象にした理数講座
を実施する。

理科・数学等の知
識・理解を深め、
活用する能力を磨
く。

年1回 0 0

中学生15人が
参加し、理数系
講座・実験を受
けた。

Ａ

通常の授業ではできな
い実験や解説を受け、
理科・数学の知識、理
解を深めることができ
た。

78 1-2-1

未来戦略推進
室　若者・青少
年支援担当（高
砂市子ども会育
成会連絡協議
会）

子ども会将棋
大会

小学生を対象に将棋
大会を実施する。

将棋を通して、思
考力、判断力、決
断力の向上を図
る。

年1回 - -

小学生47人が
参加し、将棋を
大会を開催し
た。

Ａ

競技会を通して、専門
知識や技術の普及に努
め、将棋の対局を通じ
た交流を図った。

79 1-3-7

未来戦略推進
室　若者・青少
年支援担当（高
砂市子ども会育
成会連絡協議
会）

子ども会リー
ダー育成研修
会

団体行動の中で、さ
まざまな体験活動を
行う。

体験活動を通し
て、他校区の子ど
も会リーダーとの
交流を深める。

年4回 - -

延べ人数小学
生111人、中学
生34人が参加
し、体験活動
（屋台運営等）
を通して交流を
深めた。

Ａ

西日本豪雨のため７月
の研修会が中止になっ
たが、3回の研修を通し
て、小・中学生が交流を
深め、伝統文化に親し
む機会を提供した。

80 1-3-7

未来戦略推進
室　若者・青少
年支援担当（各
地区青少年健
全育成協議会）

青少年健全育
成事業

文化活動を通して、
青少年の異世代交流
を行う。

異年齢交流、異世
代交流による地域
活動を推進する。

異世代交流
を図る事業
を実施す
る。

2,600 2,600,000

異世代交流事
業として三世代
ふれあいまつり
（とんど等）を実
施した。

Ａ

地域に続く伝統行事に
参加し、異世代交流を
図ることで、青少年が地
域の文化に親しみ、関
心を高めることができ
た。

81 2-1-5 青少年センター
子ども見守り放
送

小学生低学年児童の
下校時間に合わせ
て、月の沙漠のメロ
ディを防災行政無線
で放送し、見守り活
動時刻を知らせる。

児童の見守り活動
時刻を知らせると
ともに、本市出身
の佐々木すぐる氏
を顕彰する。

土曜日、日
曜日及び学
校の長期休
業日等を除
き、毎日午
後2時30分
に放送す
る。

0 0

土曜日、日曜
日及び学校の
長期休業日等
を除き、毎日午
後2時30分に放
送する。

Ａ

高砂ゆかりの人物であ
る佐々木すぐる氏の顕
彰に寄与することがで
きた。

82 1-3-3
子育て支援課
（子育て支援セ
ンター）

未就園児親子
サークル活動

「体験保育らんらん」
や「すこやかグルー
プ」の活動を通して子
育てサークルを育成
する。

サークル活動の中
で季節の伝統行
事やわらべ歌等の
伝承遊びに触れ、
興味や関心を高め
る。

体験保育1
回
すこやかグ
ループ5回

- -
体験保育1回
すこやかグ
ループ5回

Ａ

子育てサークルを育成
する活動の中で、季節
の伝統行事やわらべう
た等の伝承遊びを行う
ことにより。興味を深め
ることができた。

83 1-3-3
子育て支援課
（子育て支援セ
ンター）

子育て支援セ
ンターの各事
業

つどいの広場、遊び
のキャラバン、サーク
ル交流会を実施す
る。

各事業の中で季
節行事や伝統的
な遊びを取り入れ
て実施する。

つどいの広
場193回
遊びのキャ
ラバン15回
サークル交
流会5回

- -

つどいの広場
192回
遊びのキャラバ
ン14回
サークル交流
会5回

Ａ

各事業の中で親子で季
節行事や伝統的な遊び
を取り入れ、実施したこ
とにより、興味を深める
ことができた。

84 1-3-4
子育て支援課
（子育て支援セ
ンター）

お話グループ
による絵本の
読み聞かせ

おはなしルームを開
設し、絵本に親しみ、
親子の交流を深め
る。

おはなしルームを
通して、親子で絵
本や昔話に親し
み、興味や関心を
高める。

年間24回 - -
おはなしルーム
24回

Ａ

おはなしルームを通し
て、親子で絵本や昔話
に親しむことで、絵本へ
の興味を深めることが
できた。

85 1-1-3
子育て支援課
（子育て支援セ
ンター）

ママボランティ
ア講座

ママボランティア講座
を実施する。

ママボランティア
講座の中で、わら
べうたや手遊び
等、伝統文化を利
用した子育てを学
ぶ。

1回5人 0 0

年2回の講座を
実施し、13名の
ボランティアを
育成した。

Ａ

わらべうた等伝統文化
を活用した子育ての方
法を教え、子どもたちが
文化に親しむよう機会
の充実を図ることがで
きた。

86 1-1-2
幼児保育課（保
育所・こども園）

伝承遊び、祭り
ごっこ等

わらべうた遊びやこ
ま、かるた遊び、凧づ
くりのほか、屋台やみ
こしを作り、お祭り
ごっこをする。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、凧
づくり等の伝承
遊びや祭りごっ
こを行った。

Ａ

保育を通して、遊びな
がら子供たちに伝統文
化に触れ親しんでもらう
ことができた。
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87 1-1-2
幼児保育課（保
育所・こども園）

保育園での散
歩

史跡や民話に関わる
場所等を散歩する。

保育を通して、身
近な伝統文化に
触れる。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

保育の中で、地
域の史跡や民
話に関わる場
所を散歩した。

Ａ

保育を通して、地域の
史跡等に実際に訪れ、
関心を高めることができ
た。

88 1-1-2
幼児保育課（保
育所・こども園）

地域の民話や
歌を取り入れ
た行事

運動会、音楽会、生
活発表会等の行事で
民話やわらべ歌を取
り入れる。

保育を通して、伝
統文化を遊びなが
ら体験する。

楽しく伝統
文化を知
る。

- -

運動会、音楽
会、生活発表
会等で民話等
を取り入れ、行
事を行った。

Ａ

行事の開催を通して、
楽しみながら子供たち
に伝統文化に触れ、親
しんでもらうことができ
た。

89 1-2-3
幼児保育課（保
育所・こども園）

伝承遊び等

祖父母や地域の高齢
者に七夕まつり、正
月遊び、わらべうた
遊びなどを教えても
らって遊ぶ。

地域の異世代の
人たちと交流を持
つことで子供たち
を成長させる。

伝統や文化
に触れる機
会を持つ。

- -

保育の中で、地
域の高齢者等
から、伝承遊び
等を教えても
らった。

Ａ

地域の高齢者の方が講
師となり、子どもたちが
地域の文化に親しめる
機会を提供することが
できた。

90 1-3-1
幼児保育課（保
育所・こども園）

保育活動（音
楽会、生活発
表会等）

保護者や地域の人を
招待し、音楽に親し
んだり、劇遊びをす
る。

園の行事を通じ
て、日常的に文化
に触れる機会を増
やす。

- - -

音楽会や生活
発表会の中で、
音楽に親しんだ
り、劇遊び等を
行った。

Ａ

園の行事を通じて、日
常的に子供たちが、文
化に触れ、親しんでもら
うことができた。

91 1-3-1
幼児保育課（保
育所・こども園）

各種イベントで
の園児の作品
展示

園児の制作した作品
や絵を展示する。

各種イベントでの
園児の作品展示
することで文化に
親しむ機会を与え
る。

- - -
各種イベントで
の園児の作品
展示を行った。

Ａ

各種イベントで、園児の
の作品を展示すること
で、芸術文化に親しん
でもらうことができた。

92 1-3-1
幼児保育課（保
育所・こども園）

子育ち応援フェ
ア

・歴史文化の継承に
取り組んでいる行事
等を紹介する。
・地域の民話の読み
聞かせや、参加者が
身体、歌、言葉で表
現して遊ぶ。

市内の就学前のこ
ども達にふるさと
のことを知り、体で
表現する機会を与
える。

年１回 - -

子育ち応援フェ
アにて、地域の
歴史文化の継
承に取り組んで
いる行事の紹
介や地域の民
話の読み聞か
せを行った。

Ａ

フェアを通じて、子育て
の応援を行うとともに、
市内の就学前のこども
達にふるさとの歴史や
文化の伝承の大切さを
伝えることができた。

93 3-1-3
幼児保育課（保
育所・こども園）

県民交流広場
での作品展示

園児の制作した作品
や絵を展示する。

身近なコミュニティ
施設などを文化活
動の発表の場に
有効利用する。

身近な公共
施設を文化
活動の場に
利用する。

- -

園児の制作し
た作品や絵を
県民交流広場
で展示を行っ
た。

Ａ

身近なコミュニティ施設
をの発表の場として活
用し、園児たちに芸術
作品の創造と発表する
機会を提供できた。

94 3-1-8
幼児保育課（保
育所・こども園）

企業主催の芋
掘り

保育園・幼稚園・こど
も園・小学校・児童学
園が合同で、芋の苗
植えや収穫を体験す
る。

地域企業とタイ
アップした行事を
通じて文化活動を
推進する。

地域企業の
協力を得て
芋の苗付け
から収穫ま
でを体験す
る。

- -

地域企業の協
力を得て芋の
苗付けから収
穫までを体験し
た。

Ａ
地域企業の協力を受
け、文化活動の推進を
図ることができた。

95 5-1-5
幼児保育課（保
育所・こども園）

行事や地域の
特産品を取り
入れた献立

・行事に伴った給食
やおやつの献立を検
討し、実施する。
・近隣の野菜をＪＡか
ら購入する。
・保育園の給食に行
事や地域の特産品を
取り入れる。

保育園の日常的
な給食や食育行
事のなかで高砂特
産品を取り入れる
ことで、地域活性
化につなげる。

高砂の特産
品を取り入
れることで、
地域活性化
を促進す
る。

- -

保育園の日常
的な給食や食
育行事の中で
高砂特産品を
取り入れた。

Ａ

保育園の日常的な給食
や食育行事の中で、高
砂の特産品を活用する
ことで、域活性化を促進
することができた。

96 3-3-2
障がい・地域福
祉課

障害者交流事
業補助金

障がい者とその他の
市民とが交流して行
うスポーツ及びレクリ
エーション活動等の
事業に対し、補助金
を交付する。

障がい者に対する
理解と認識を深
め、障がい者の福
祉の増進を図る。

1件 600 541,258

２団体が実施し
た交流事業に
対し、補助金を
交付した。

Ａ

交流事業の開催を支援
し、障がい者に対する
理解を認識を深め、障
がい者の福祉の増進を
図ることができた。

97 1-3-7 環境政策課
環境にやさしい
農業体験

市内の公立こども
園、保育園、幼稚園
を対象に緑肥を利用
した環境にやさしい
田んぼで、田植えや
稲刈り体験を実施す
る。

環境にやさしい農
業を体験するによ
り、環境保全の意
識の向上を目指
す。

年２回 830 760,521

市内の公立こ
ども園、保育
園、幼稚園の５
才児を対象に
田植え体験と
稲刈り体験を実
施し、環境意識
の向上を図っ
た。
（田植え体験）
２３２人
（稲刈り体験）
４４０人

Ａ

こども自らが、緑肥を利
用した田んぼで田植え
や稲刈りを体験すること
により、より環境意識の
向上に役立つことがで
きた。
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98 1-3-7 環境政策課 自然観察会

小学生の親子を対象
にため池周辺散策や
ため池の観察をし、
建築残材を使用した
木工教室を実施す
る。

自然観察や、建築
残材を使用した木
工教室と通じて、
環境保全の意識
向上を目指す。

年１回 29 20,352

市内の小学生
の親子３１人が
参加し、森林や
ため池の環境
についての学
習や木工工作
をし、環境意識
向上を図った。

Ａ

実際にため池の生物を
観察したり、建築残材を
利用した工作を体験す
ることにより、環境意識
の向上に役立つことが
できた。

99 1-3-7 環境政策課
稚貝放流体験
と環境学習

市内の公立こども
園、幼稚園、保育園
を対象に、稚貝の放
流体験や瀬戸内の漁
業について学ぶ。

身近な瀬戸内と触
れ合うことで、豊
かで美しい里海と
して保全する意識
の向上につなげ
る。

年１回 141 143,400

市内の公立こ
ども園、保育
園、幼稚園の３
園の４才児（58
人）を対象に身
近な沿岸の環
境に触れること
により、環境意
識の向上を
図った。

Ａ

身近な沿岸のゴミの状
況を観察したり、生物に
触れながら学習をする
ことで、環境意識の向
上に役立つことができ
た。

100 3-1-3 産業振興課
イベント時に企
業の敷地や公
共施設を活用

万灯祭等のイベント
開催時に企業の敷地
や県・市の公共施設
を借り、実施する。

企業の敷地や県・
市の公共施設を
活用したイベント
等の開催を支援す
る。

2件 - -

「万灯祭」開催
時、企業の敷
地や市の公共
施設を活用し
た。

Ａ

企業の施設や公共施設
を活用し、イベント等を
開催し、地域の活性化
に寄与することができ
た。

101 1-1-1 産業振興課
地場産業人材
育成等支援事
業

竜山石を主とする石
材業の担い手の育成
を支援するため、竜
山石を活用したワー
クショップ開催等竜山
石関係事業を支援す
る取組を検討する。

市内の中小企業
者等が行う地場産
業の継承及び新
規地場産業の創
造に伴う人材の育
成及びものづくり
技術の向上に向
けた取組を支援す
る。

竜山石を活
用したワー
クショップの
開催支援
（年1回以
上）

- -

「結びの石彫シ
ンポジウムin高
砂」を開催し
た。（H30.11.1
～H31.2.28）

Ａ

6人の石彫家による作
品を展示することにより
地場産業である竜山石
のPRを図ることができ
た。

102 2-2-7 産業振興課
日本三奇観光
パートナーシッ
プ

高砂市観光交流
ビューローと連携・協
力し、日本三奇（宮城
県塩竈市「四口の神
釜」、宮崎県高原町
「天之逆鉾」、高砂市
「石乃寳殿」）をイベン
ト等でＰＲする。

3市町の観光関係
団体が連携した取
組みを行うことに
よって日本三奇
（宮城県塩竈市
「四口の神釜」、宮
崎県高原町「天之
逆鉾」、高砂市「石
乃寳殿」）をＰＲす
る。

市外のイベ
ントに参加
しＰＲする。
（年1回以
上）

- -

各種観光PRの
機会に日本三
奇のパンフレッ
ト配布を行っ
た。　　生石神
社観光客入込
数45,500人
（H29　45,030
人）

Ａ

各種観光PRの際に、日
本三奇のパンフレットを
配布することにより。PR
を図ることができた。

103 3-3-5 産業振興課 企業との連携
実施事業について、
協力、連携を図る。

たかさご万灯祭等
地元行事実施時
に企業との連携を
図る。

1件 0 0

たかさご万灯祭
において、カネ
カ、三菱製紙、
但陽信用金庫
等地元企業が
参加した。

Ａ

行事等を通じて企業と
の連携が図り、イベント
の充実を図ることがで
きた。

104 5-2-2 産業振興課

「たかさご未来
寄附金」の高
砂ブランド商品
贈呈

寄附者に対して高砂
ブランドの記念品を
贈呈する。

高砂名産品の魅
力を発信し、高砂
ブランドを広める。

- 24,803 27,012,015

高砂ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの
記念品の追加
や見直しを行
い、寄附件数
2,388件、寄付
金額は
55,296,000円と
なり、前年度比
約35％増となっ
た。

Ａ

より多くの寄附者に対し
て高砂の名産品の魅力
を発信することにより、
市の地域経済への支援
と高砂市のPRを図るこ
とができた。

105 2-2-8

産業振興課
（アートタウンプ
ロジェクト研究
会）

アートタウンプ
ロジェクト研究
会

・空き家、空き店舗を
利用したイベントの情
報交換をする。
・文化財や文化資源
の利活用について協
議する。

空き家、空き店舗
の利用方法やイベ
ントの情報交換を
行い、まちの活性
化につなげる。

月1回開催 - -

毎月会議に出
席し、空き家、
空き店舗の利
用方法やイベ
ントの情報交換
を行った。

Ａ

毎月、情報交換を行う
ことにより、まちの活性
化につなげることができ
た。

106 3-2-4
産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰ
ﾛｰ）

たかさごの観
詰

各種イベント情報や
店舗情報を掲載し、
市外を中心にＰＲを
する。

高砂市の情報を
市内外に発信する
ことにより高砂市
をＰＲする。

年１～2回
発行

- -

高砂市観光交
流ビューローと
連携し、情報誌
を発行した。(年
1回発行）また、
県内道の駅、
山陽沿線駅な
どに設置した。

Ａ

観光情報誌を発行し、
市内の情報を市内外に
広く発信することができ
た。
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107 5-1-3
産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰ
ﾛｰ）

観光マップ（ガ
イドブック）

高砂市のＰＲや誘客
を図るため、観光協
会と共にマップやガイ
ドを作成し、駅前観光
案内所ちちり、公共
施設に設置する。ま
た、イベントや会議の
開催時に配付する。

観光マップを作成
し、配布することに
より高砂市のＰＲ
や誘客を図る。

- - -

観詰マップ等を
作成し、各種イ
ベントで配布
し、市のPRを
行った

Ａ

観光マップを発行し、各
種イベントで配布し、市
内の情報を市内外に広
く発信することができ
た。

108 5-1-4
産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰ
ﾛｰ）

夫婦和合・結び
のまち推進事
業

夫婦和合・結びのま
ちとなるプロモーショ
ン事業の企画を検討
する。

夫婦和合の象徴
（ランドマーク）の
構築を図る。

夫婦和合の
象徴（ランド
マーク）の
構築

- -

水引細工の
ワークショップ
を実施した(年１
回）
観光情報誌「観
詰」に結びのま
ち伝説を掲載し
た。

Ｂ

夫婦和合の象徴(ランド
マーク)の構築までには
いたらなかったが、夫婦
和合・結びのまちとして
PR活動を行い、市内外
に発信することができ
た。

109 5-2-3
産業振興課
（市内商業者・
商工会議所）

ご当地グルメ
発信

高砂市のＰＲや市内
への誘客を図るた
め、各種イベントを通
じて高砂にくてんや
高砂あなごを紹介す
る。

高砂にくてんや高
砂あなご等ご当地
グルメをPRするこ
とにより高砂市の
PRを図る。

- - -

高砂あなご
マーケティング
研究会等の会
議に参加し、高
砂あなごのPR
に協力した。

Ａ

ご当地グルメのＰＲに協
力することにより高砂市
のＰＲが図ることができ
た。

110 4-1-2
産業振興課
（高砂観月能の
会）

高砂観月能
高砂神社能舞台で実
施し、謡曲「高砂」ゆ
かりの地をＰＲする。

高砂観月能開催
を支援する。

1回 - -

高砂神社の能
舞台での高砂
観月能開催を
支援できた。来
場者約900人

Ａ

多くの人が高砂観月能
を鑑賞し、謡曲「高砂」
ゆかりの地のPＲが図
れた。

111 3-1-7
産業振興課
（たかさご万灯
祭実行委員会）

たかさご万灯
祭

歴史的景観形成地区
に指定された高砂町
をキャンドル等の灯り
やジャズで演出し、高
砂町の景観をＰＲす
る。

高砂町の景観を
PRすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回 1,500 1,500,000

高砂町をキャン
ドル等の灯り、
ジャズや灯りの
オブジェなどで
演出、高砂町
の景観をＰＲし
た。来場者約
55,000人

Ａ

万灯祭を開催し、市内
外からの来場者に高砂
町の景観をPRすること
により、まちの活性化を
図ることができた。

112 4-1-2
産業振興課
（たかさご万灯
祭実行委員会）

たかさご万灯
祭
(再掲3-1-7）

歴史的景観形成地区
に指定された高砂町
をキャンドル等の灯り
やジャズで演出し、高
砂町の景観をＰＲす
る。

高砂町の景観をＰ
Ｒすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回
1,500
(再掲）

1,500,000
(再掲)

高砂町をキャン
ドル等の灯り、
ジャズや灯りの
オブジェなどで
演出、高砂町
の景観をＰＲし
た。来場者約
55,000人

Ａ

万灯祭を開催し、市内
外からの来場者に高砂
町の景観をPRすること
により、まちの活性化を
図ることができた。

113 5-2-1
産業振興課
（高砂物産協
会）

地域ブランド商
品発信事業

松右衛門帆布及び高
砂染関連商品等を観
光案内所ちちりで販
売し、ブランドイメー
ジを高めていく。

高砂市の物産品
のＰＲを図る。

- - -

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連
商品等を観光
案内所ちちりで
販売し、高砂市
をＰＲした。

Ａ

観光案内所ちちりで地
域ブランド商品を販売
することにより、地域ブ
ランドのPRや販売促進
を図ることができた。

114 5-2-2
産業振興課
（高砂物産協
会）

高砂ブランド商
品のＰＲ

ぼっくりんグッズ、松
右衛門帆布、高砂染
関連商品など高砂ブ
ランド商品を観光案
内所ちちりで販売す
る。

高砂ブランド商品
のＰＲ及び販路開
拓を図る。

- - -

ぼっくりんグッ
ズ・高砂染関連
商品等を観光
案内所ちちりで
販売し、高砂市
をＰＲした。

Ａ

観光案内所ちちりで地
域ブランド商品を販売
することにより、地域ブ
ランドのPRや販売促進
を図ることができた。

115 5-3-4
産業振興課
（高砂市フィル
ムコミッション）

ロケ地誘致事
業

映画、ドラマ、CM、そ
の他テレビ番組のロ
ケ地として高砂市へ
の誘致を図る。

ロケ地として誘致
することにより、高
砂市の魅力を全
国に発信し地域・
観光・経済の発展
に繋げる。

1件 - -

ロケ地誘致用
パンフレットを
作成し、制作会
社などに送付し
た。

Ａ

ロケ地誘致に向けたPR
活動を行い、高砂市へ
の誘客に繋げるととも
に、地域の活性化を図
ることができた。

116 4-1-1
産業振興課
(高砂市フィルム
コミッション）

映画の魅力を
伝える事業

他の事業等とジョイン
トするなど映画の魅
力を伝える事業の検
討・企画・実施

映画を通じて、ノス
タルジックな風景
が残る高砂市の
町並みを紹介し、
誘客に繋げるとと
もに地域の活性化
を図る。

- - -

ロケ地誘致用
パンフレットを
作成し、制作会
社などに送付し
た。

Ａ

ロケ地誘致に向けたPR
活動を行い、高砂市へ
の誘客に繋げるととも
に、地域の活性化を図
ることができた。
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成績

評価
評価説明

（特記事項）

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

３０年度

117 1-3-1
まちづくり（管理
課）

交通安全ポス
ター

ポスターの募集を行
う。

交通安全啓発 年１回 19 19,000

市内各小学校
から287点の応
募があり、審査
会で選考、38点
を選考し大型
商業施設で掲
示し、内8点に
ついて市民大
会で表彰を行っ
た。

Ａ

ポスターの募集を行
い、交通安全ポスター
を大型商業施設で掲示
し、子ども達に芸術作
品の創造と発表する機
会を提供できた。また、
交通安全意識の高揚と
交通ルールの遵守を啓
発することができた。

118 1-3-1
まちづくり（建設
課）

花と緑の写生
コンクール

ポスターの募集を行
う。

市内の小中学生
を対象に、花や緑
への関心を高め
る。

年１回 250 279,320
年1回実施し、
1,780点の出品
があった。

Ａ

ポスターの応募を通し
て、子ども達に芸術作
品の創造と発表する機
会を提供できた。また、
花や緑への関心を高め
ることができた。

119 1-2-1 都市政策課
景観アドバイ
ザー派遣制度
（県）

県の制度の利活用の
推進に努める。

県の制度の利活
用の推進のためＰ
Ｒを図る。

要請による - -
要請がなかっ
た。

-

今年度は、要請がな
かった。今後も、県の制
度の利活用の推進のた
めＰＲを図っていく。

120 1-3-7 都市政策課 まちづくり学習
総合的な学習の時間
においてまちづくり学
習を行う。

まちづくり学習の
推進を図る。

依頼に応じ
て

- -
依頼がなかっ
た。

-

今年度は、要請がな
かった。今後も、まちづ
くり学習のＰＲを図って
いく。

121 2-2-4 都市政策課
高砂町景観地
区指定

県条例に基づき、景
観形成地区指定を行
う。

景観まちづくりを
推進する。

届出に応じ
て

19 18,594

景観の形成等
に関する条例
による届出件
数　13件

Ａ

条例に基づき、届け出
を受理し、高砂町の景
観まちづくりの推進を図
ることができた。

122 3-2-4 都市政策課
みなとまちづく
り瓦版

瓦版を発行し、みなと
まちづくりに係る活動
等をＰＲする。

みなとまちづくり瓦
版を発行し、活動
等をＰＲする。

瓦版第12号
の発行

740 633,236

瓦版第１2号を
発行し、市ホー
ムページに掲
載した。

Ａ

みなとまちづくり瓦版の
発行により、活動等を
広くＰＲすることができ
た。

123 3-2-4 都市政策課
高砂堀川再発
見地図

再発見地図を配布
し、高砂町の史跡、
旧跡等をＰＲする。

高砂町の史跡、旧
跡等の情報を市
内外に発信するこ
とにより高砂町を
ＰＲする。

随時
740

（再掲）
633,236
（再掲）

再発見地図を
市ホームペー
ジに掲載し、高
砂町のPRを
行った。

Ａ

高砂町の史跡、旧跡等
の情報提供を行い、市
内外に高砂町のPRを
図ることができた。

124 1-1-1
都市政策課（荒井ふ
るさと再発見し隊、
タウントレイル伊保）

歴史学習会

荒井、伊保で地元学
習会を設立し、タウン
ウォッチング、学習会
等を行う。

地元の歴史学習
会の支援に努め
る。

荒井8回
伊保1回

- -
荒井11回
伊保0回

Ｂ

一部目標は未達成だっ
たが、地元住民による
学習会を実施し、人材
の育成を図ることがで
きた。

125 3-1-3 市民病院 院内コンサート

患者や家族を対象
に、職員による院内
コンサートを実施す
る。

患者やそのご家族
の方に癒しを提供
すること。

年3回実施 0 0

年3回実施し、
用意した座席
数分の参加者
があった。
※7/6、12/21、
3/22

Ａ

病院ロビーを活用し、患
者やそのご家族の方を
癒し、芸術に親しむ機
会を提供することができ
た。

126 2-2-7 消防（総務課）
高砂分署旧庁
舎保存活用事
業

高砂分署旧庁舎を水
防倉庫に活用すると
ともに、文化観光資
源として保存する。

高砂分署旧庁舎
を水防倉庫に活用
し、消防の歴史に
触れながら、火災
予防の普及啓発
に努めるとともに、
文化観光資源とし
て保存、活用を図
る。

１階は水防倉
庫として使用
し、２階は消
防の歴史に
触れながら、
火災予防の
普及啓発に
努めるととも
に、来館者数
を昨年度より
約10％のアッ
プを目標とす
る。

158 125,507

14日開館し、
486人の来館者
がありました。
約94％が万灯
祭での集客で
あった。

Ｂ

常時開館が不可能とな
り、見学依頼及びイベン
ト時のみ開館した。ま
た、認知度などが低い
ことから、来館者数も低
迷している。今後も、消
防の歴史を継承する文
化観光資源として活用
を図っていく。

127 1-3-1 消防（予防課） 防火ポスター
ポスターの募集を行
う。

火災予防啓発
各小学校10
点・計100点

74 64,000

市内小学校か
ら291点の応募
があり、各小学
校及び消防本
部で選考し、消
防長、教育長、
防火協会長賞
の各1点、そし
て入選、佳作を
各10点選んだ。

Ａ

ポスターの募集を行
い、優秀な作品を表彰
するとともに、アスパ高
砂にて掲示し、子ども達
に芸術作品の創造と発
表する機会を提供でき
た。また、原画として防
火ポスターに採用した
ことで火災予防啓発が
できた。
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128 1-1-2 生涯学習課
夏休み親子歴
史体験教室

夏休み期間中に、小
学3～6年生を対象
に、マガタマづくり・石
割・高砂染めの体験
活動を、親子で行う。

こどもが親子で歴
史体験を行うこと
で、先人の知恵を
学ぶ機会を設け
る。

３回 0 -

親子歴史体験
教室を夏休み
に３回実施し
た。マガタマ作
り50名、石割体
験40名、高砂
染め体験28
名、計118名が
参加した。

Ａ

親子一緒に歴史体験を
行うことで、高砂市の文
化財について知っても
らうことができた。また、
地域にある文化財への
興味関心を抱くきっか
けを与えることができ
た。

129 1-1-2 生涯学習課
移動歴史教
室・歴史民俗
資料室見学

社会科授業の一環
で、小学校３年生の
児童を対象に、民俗
資料の貸し出しや歴
史民俗資料室を見学
してもらう。

こどもに、数十年
前の実際の道具
に触れ体感しても
らうことで、郷土の
歴史や先人の身
近なくらしを学習
する機会となる。

全小学校 0 -

民具講習会
市内６校から11
名参加
民具貸出６校、
歴史民俗資料
室見学１校

Ａ

学校と連携して、民具を
活用し、郷土の歴史や
先人の身近な暮らしに
ついて、理解を深めるこ
とができた。

130 1-1-2 生涯学習課
放課後子ども
教室

放課後や週末等に子
どもの安全・安心な
活動拠点を設け、文
化活動等を通して地
域住民との交流を図
る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の場、
体験の場を
提供する。

4,146 4,026,284

各小学校で拠
点を設け、実施
した。年間413
回延べ12,916
人が参加した。

Ａ

子どもが安全・安心して
学習と体験の場を設
け、地域住民との文化
活動を通して、ふるさと
の文化に親しんでもらう
ことができた。

131 1-2-1 生涯学習課
文化財審議委
員会

市文化財保護条例に
基づき、文化財の指
定、保存及び活用に
ついて審議する。

文化財の保護を
図る。

年3回 263 119,454

2回審議委員会
を開催し、文化
財保護等につ
いて審議を行っ
た。

Ａ

指定文化財や保護対象
の文化財に関する指導
を得て、より良い保存及
び活用を図ることができ
た。

132 1-3-7 生涯学習課
放課後子ども
教室（再掲1-
1-2）

放課後や週末等に子
どもの安全・安心な
活動拠点を設け、文
化活動等を通して地
域住民との交流を図
る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の場、
体験の場を
提供する。

4146
（再掲）

4,026,284
（再掲）

各小学校で拠
点を設け、実施
した。年間413
回延べ12,916
人が参加した。

Ａ

子どもが安全・安心して
学習と体験の場を設
け、地域住民との文化
活動を通して、ふるさと
の文化に親しんでもらう
ことができた。

133 2-1-1 生涯学習課
ふるさと文化財
登録制度

既存の文化財類型に
収まらないものや、文
化財価値にこだわら
ず地域で大切に継承
されている資源を、市
民から申請のあった
物件を登録し、周知
を図る。

地域ゆかりの文化
財を顕彰し継承す
ることで、市民が
主体となってふる
さと高砂を認識す
る資源として活用
できる。

毎年度１件
以上の登録

0 0
登録がなかっ
た。

Ｂ

市民からの申請を得る
ため、制度の周知や申
請の説明等を積極的に
取り組む。

134 2-1-3 生涯学習課 申義堂の活用

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日公
開、平日利
用の促進と
関連イベン
トとの協働

1,087 989,749

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
2,189人、団体
1,045人、計
3,234人

Ａ

指定文化財を活用し、
一般公開や万灯祭時の
ワークショップ等を行
い、市内外の方に市の
歴史・文化資源を周知・
啓発することができた

135 2-1-3 生涯学習課
旧入江家の活
用

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

入江家
年１回公開

2,343 2,330,562

入江家公開の
見学会を年2回
開催し、9月22
日136人、11月
3･4日182人、
計318人の参加
があった。

Ａ

指定文化財を活用し、
夜間の公開と11月初旬
に定期公開を行い、市
内外の方に市の歴史・
文化資源を周知・啓発
することができた

136 2-2-1 生涯学習課

市史に関する
歴史的資料の
収集、保存、整
理

現存する歴史的資料
の調査・収集を行い、
それらの保存整理を
行う。

市史刊行にあたり
収集した資料を、
刊行後、活用でき
るように整理す
る。

高砂市にま
つわる歴史
的資料の収
集

0 0

3か年度の調査
成果をまとめた
工楽家文書調
査報告書を刊
行した。

Ａ

歴史的資料を調査・整
理し、報告書を刊行す
ることで、工楽家に関す
る新しい事実を、広く市
民に対して情報提供す
ることができた。

137 2-2-3 生涯学習課
市指定文化財
案内板

市指定の建造物・史
跡の周知を図るた
め、案内板を設置す
る。

標柱（案内板）を
設置することによ
り、市指定文化財
の周知を行い、後
世へ継承する。

新指定の件
数

0 0

新指定がな
かったため、案
内板の設置は
なかった。

-

今後、新指定があれ
ば、案内板の設置を行
い、後世への文化財の
継承を図っていく。

13



事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
予算

(千円）
決算
（円）

成果
成績

評価
評価説明

（特記事項）

一連
番号

施策
番号

担当課
（主催）

３０年度

138 2-2-7 生涯学習課

文化資源（石
の宝殿・竜山
石切場）の保
存、活用

史跡保存活用計画に
基づき、文化財の保
存活用を図るため、
整備計画を策定す
る。

市内唯一の国史
跡で、石の文化の
中心である「石の
宝殿及び竜山石
採石遺跡」の、文
化財保護を図る。

史跡保存整
備計画の策
定

1,510 1,284,386

史跡整備基本
計画に基づき、
生石神社が実
施する次年度
の工事設計や
史跡整備工事
の実施を補助
した。

Ａ

史跡整備基本計画に基
づき、具体的な史跡の
保存活用の推進を図る
ことができた。

139 2-2-7 生涯学習課
工楽松右衛門
旧宅保存整備
事業

市指定史跡の工楽松
右衛門旧宅を保存整
備するための改修を
行う。

市指定史跡を構
成する要素の建築
物を保全する。

施設内展示
と講演会開
催

14,243 12,537,152

開館イベントや
施設を周知す
るイベントを実
施し、施設内の
展示を整備し
た。
シンポジウム
（2回）200人、
講演会(2回)90
名、計290名

Ａ

施設内の展示を整備、
開館イベントやシンポジ
ウムの開催により、歴
史的資源の保全、再現
と歴史的建造物の効果
的な保存活用を推進す
ることができた。

140 3-1-3 生涯学習課
申義堂の活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日公
開、平日利
用の促進と
関連イベン
トとの協働

1,087
（再掲）

989,749
（再掲）

土日祝日の一
般公開や、平
日の臨時公開
を行った。利用
者数は、個人
2,189人、団体
1,045人、計
3,234人

Ａ

指定文化財を活用し、
一般公開や万灯祭時の
ワークショップ等を行
い、市内外の方に市の
歴史・文化資源を周知・
啓発することができた

141 3-1-3 生涯学習課
旧入江家、の
活用
(再掲2-1-3)

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

入江家
年１回公開 2,343

（再掲）
2,330,562

（再掲）

入江家公開の
見学会を年2回
開催し、9月22
日136人、11月
3･4日182人、
計318人の参加
があった。

Ａ

指定文化財を活用し、
夜間の公開と11月初旬
に定期公開を行い、市
内外の方に市の歴史・
文化資源を周知・啓発
することができた

142 3-1-3 生涯学習課
図書館運営管
理事業

高砂市立図書館名誉
館長（歴史文化推進
員）を配置し講演会
等を実施する。

高砂市立図書館
を活動拠点として
歴史及び文化の
振興又は啓発を
促進する。

名誉館長講
座とＨＯＭＥ
ＴＯＷＮゼミ
（年８回）を
実施

1,200 1,200,000
年間31回実施
し、437人の参
加があった。

Ａ

図書館を活用し、講座
やゼミを通して、歴史・
文化を自ら学ぶ機会を
提供し、地域の歴史・文
化への関心を高めるこ
とができた。

143 3-2-7 生涯学習課
郷土学習に関
わる団体との
情報交換

郷土史研究等を活動
内容とする市民団体
や市民が、主体と
なって相互に情報交
換や発表できる場を
設けることができるよ
う、よびかける。

市民・各団体の情
報交流の場ができ
れば、厚みのある
市民活動の推進
につながる。

団体間の連
絡調整の場
を設定

0 0

団体が一同に
会しての連絡
調整の場の設
定は出来な
かったが、個別
に情報交換を
行った。

Ｂ

団体が一同に会しての
連絡調整の場の設定は
出来なかったが、団体
と個別に情報交換を行
うことにより、市民の主
体的な活動の推進を図
ることができた。

144 3-3-1 生涯学習課
文化財審議委
員会
（再掲1-2-1）

市文化財保護条例に
基づき、文化財の指
定、保存及び活用に
ついて審議する。

文化財の保護を
図る。

年3回
263

（再掲）
119,454
（再掲）

2回審議委員会
を開催し、文化
財保護等につ
いて審議した。

Ａ

指定文化財や保護対象
の文化財に関する指導
を得て、より良い保存及
び活用を図ることができ
た。

145 3-3-3 生涯学習課
後援申請の案
内

活動団体のイベント
等に対して、後援申
請の案内及び承認を
行う。

市民の幅広い参
加教育行政への
寄与

申請に応じ
て

0 0
承認件数
129件

- -

146 3-3-6 生涯学習課
指定文化財の
保護

市文化財保護条例に
より、市内にある指定
文化財の保存、継
承、活用に努め、郷
土に対する認識を深
める。

文化財保護法に
のっとり市内に点
在する文化財の保
存・整備・活用を
図る。

文化財の保
存・整備・活
用

5,176 4,808,957
文化財の保存
と活用に係る取
組みを行った。

Ａ
年度当初の文化財事業
計画のとおり、遂行する
ことができた。

147 3-3-6 生涯学習課

工楽松右衛門
旧宅保存整備
事業
（再謁2-2-7）

市指定史跡の工楽松
右衛門旧宅を保存整
備するための改修を
行う。

市指定史跡を構
成する要素の建築
物を保全する。

施設内展示
と講演会開
催

14,243
（再掲）

12,537,152
(再掲)

開館イベントや
施設を周知す
るイベントを実
施し、施設内の
展示を整備し
た。
シンポジウム
（2回）200人、
講演会(2回)90
名、計290名

Ａ

施設内の展示を整備、
開館イベントやシンポジ
ウムの開催により、歴
史的資源の保全、再現
と歴史的建造物の効果
的な保存活用を推進す
ることができた。
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148 2-2-2 生涯学習課
図書館運営管
理事業
（再掲3-1-3）

高砂市立図書館名誉
館長（歴史文化推進
員）を配置し講演会
等を実施する。

高砂市立図書館
を活動拠点として
歴史及び文化の
振興又は啓発を
促進する。

名誉館長講
座とＨＯＭＥ
ＴＯＷＮゼミ
（年８回）を
実施

1,200
（再掲）

1,200,000
（再掲）

年間31回実施
し、437人の参
加があった。

Ａ

市史を活用した講座や
ゼミを通して、歴史・文
化を自ら学ぶ機会を提
供し、地域の歴史・文化
への関心を高めること
ができた。

149 3-3-2

生涯学習課
（文化遺産活用
観光振興・地域
活性化事業実
行委員会）

文化遺産を活
かした地域活
性化事業

地域の文化遺産を活
用し、地域活性化を
図る市民主体の活動
を支援する。

伝統的な文化遺
産を生かした地域
活性化を図る。
文化庁補助事業

多くの団体
に活用して
もらう。

- -

市内民俗団体
２３団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

Ａ

祭礼などの伝統文化活
動の補助金申請事務を
支援し、市民主体の活
動の支援を図ることが
できた。

150 5-1-4

生涯学習課
（文化遺産活用
地域活性化事
業実行委員会）

文化遺産を活
かした地域活
性化事業
(再掲3-3-2)

地域の文化遺産を活
用し、地域活性化を
図る市民主体の活動
を支援する。

伝統的な文化遺
産を生かした地域
活性化を図る。
文化庁補助事業

- - -

市内民俗団体
２３団体の活動
に対して、文化
庁から補助金
交付の決定が
あった。

Ａ

祭礼などの伝統文化活
動の補助金申請事務を
支援し、市民主体の活
動の支援を図ることが
できた。

151 1-2-1
生涯学習課
（図書館）

読み聞かせボ
ランティア

読み聞かせボラン
ティアの募集、登録を
行い、子どもたちを対
象とした読み聞かせ
などの活動を実施す
る。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、読
書活動を推進する
ため、読み聞かせ
ボランティアを募
集し、その活用を
図る。

登録ボラン
ティアによる
読み聞かせ
活動、勉強
会の実施
（各月2回）

0 0

読み聞かせ活
動と勉強会を
月に4回以上実
施した。

Ａ

登録ボランティアの活
動を援助し、子どもたち
に本の楽しさを伝えるこ
とができた。

152 1-2-1
生涯学習課
（図書館）

図書館運営管
理事業
（再掲3-1-3）

高砂市立図書館名誉
館長（歴史文化推進
員）を配置し講演会
等を実施する。

高砂市立図書館
を活動拠点として
歴史及び文化の
振興又は啓発を
促進する。

名誉館長講
座とＨＯＭＥ
ＴＯＷＮゼミ
（年８回）を
実施

1,200
（再掲)

1,200,000
（再掲）

年間31回の講
座及びゼミを実
施し、437人の
参加があった。

Ａ

講座やゼミを通して、歴
史・文化を自ら学ぶ機
会を提供し、地域の歴
史・文化への関心を高
めることができた。

153 1-3-7
生涯学習課
（図書館）

「えほんのじか
ん」「おはなし
会」

読み聞かせボラン
ティアが、幼児から小
学校低学年の児童を
対象に、絵本や物語
の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を
行う。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、子
どもの想像力を豊
かにし、読書を通
して心の育成を図
る。

・えほんのじ
かん 月1回

・おはなし会
月1回

0 0

えほんのじかん
を月1回、おは
なし会を月2回
実施した。

Ａ

ボランティアによるス
トーリーテリングを通し
て、子どもたちに本の楽
しさを伝えられた。

154 5-1-5 学務課
行事や地域の
特産品を取り
入れた献立

・行事に伴った給食
の献立を検討し、実
施する。
・近隣の野菜をＪＡか
ら購入する。
・学校給食に行事や
地域の特産品を取り
入れる。

・行事食を通して
伝統や歴史を学び
地域の食文化を
未来に伝えてい
く。
・地元の食材の旬
を知らせる。

行事食年7
回実施。地
元の食材は
可能な限り
使用

0 0

年７回予定の
行事食を実施
した。
ＪＡ兵庫南管内
で収穫された野
菜を可能な範
囲で給食に取り
入れることがで
きた。
県内産食材
100％の献立を
６月に実施し
た。

Ａ

目標どおり学校給食に
行事食や地産地消の献
立を取り入れて実施し、
地域の特産品の活用を
図ることができた。

155 1-1-2 学校教育課
「ふるさと高砂
学」の学習

外部講師による謡曲
「高砂」の学習をはじ
め、高砂の特産物や
今昔等についての学
習を行う。

伝統や文化に関
する教育を計画的
に実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てる。

総合的な学
習の時間を
活用し「ふる
さと高砂学」
を実施す
る。

0 0

総合的な学習
の時間を活用
し「ふるさと高
砂学」を16校で
実施した。

Ａ

伝統や文化に関する教
育を計画的に実施し、
ふるさと高砂を愛する
心を育てることができ
た。

156 1-1-2 学校教育課
俳句、短歌、古
文の学習

小中学校において、
俳句、短歌、古文を
学習する。

「ことばの力」を育
成する。

各小中学校
で「ことば」
を意識し、
意欲的に取
り組む。

- -

各小中学校で
俳句等の学習
を通して、「こと
ば」を意識した
授業に取り組
んだ。

Ａ
学習を通して、児童・生
徒の「ことばの力」を育
成することができた。

157 1-2-1 学校教育課
謡曲「高砂」の
指導

専門家に依頼し、学
校で謡曲「高砂」を指
導する。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

16回 0 0

市内小・中学校
にて、謡曲「高
砂」の学習を16
回実施した。

Ａ

専門家の指導を受け、
謡曲「高砂」の謡いを学
ぶことにより。ふるさと
の文化に親しみ、関心
を高めることができた。

158 1-2-4 学校教育課
学校のクラブ
活動への指導
者招聘

中学校の部活動指導
を、外部の講師に委
託する。

外部講師に委託
することにより、専
門的な技術指導を
受ける機会とす
る。

中学校の希
望に添って
配置する。

1,560 1,335,000
中学校の希望
に添って13名
配置した。

Ａ

外部講師に委託し、専
門的な技術や経験を伝
えていくことにより、生
徒たちの知識や技術の
向上を図ることができ
た。
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159 1-3-1 学校教育課
芸術鑑賞会、
教育美術展、
音楽会

小中学校において、
芸術鑑賞会、教育美
術展、音楽会を行う。

芸術鑑賞会や美
術展、音楽会を行
うことで、文化の
関心を高める。

芸術鑑賞会
や美術展、
音楽会を行
う。

195 157,004

市内小中学校
１６校におい
て、芸術鑑賞会
や美術展、音
楽会を行った。

Ａ

芸術鑑賞会や美術展、
音楽会を行うことで、文
化の関心を高めること
ができた。

160 1-3-1 学校教育課
合唱コンクー
ル、文化祭

中学校において、合
唱コンクール、文化
祭を行う。

文化祭や合唱コン
クールを計画的に
実施することによ
り、文化に対する
興味関心を高め
る。

文化祭や合
唱コンクー
ルを行う。

- -

市内６中学校
において文化
祭や合唱コン
クールを行ｌっ
た。

Ａ

文化祭や合唱コンクー
ルを計画的に実施する
ことにより、文化に対す
る興味関心を高めるこ
とができた。

161 1-3-5 学校教育課

ＡＬＴの招聘
※ＡＬＴ：外国語
授業の補助を
行う外国語指
導助手
（Assistant of
Language
Teacher）の略
語。

英語圏内からALTを
招聘し、各小中学校
で授業や事業を行
う。

ALTと一緒に学習
することで英語に
興味を持ち学習意
欲を高める授業を
行う。

計画的に配
置する。

31,345 31,038,345

16小中学校に
おいてALTを6
名配置し授業
や交流を行っ
た。

Ａ

ALTと一緒に学習する
ことで英語に興味を持
たせ、学習意欲を高め
る授業が実施できた。

162 2-1-4 学校教育課

「ふるさと高砂
学」における高
砂ゆかりの人
物の学習

教師用資料集「ふる
さと高砂学」を参考
に、社会科の時間を
中心に学習する。

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会や総合
的な学習の時間を
中心に学習し、関
心を高める。

高砂にゆか
りのある人
物について
各校で計画
的に実施す
る。

0 0

高砂にゆかり
のある人物に
ついて各校で
計画的に実施
した。

Ａ

教師用資料集「ふるさと
高砂学」を参考に、社会
や総合的な学習の時間
を中心に学習し、関心
を高めることができた。

163 3-1-8 学校教育課
企業主催行事
への参加

保・幼・小・児童学園
が、芋の苗植えや収
穫をなど様々なイベ
ントを体験する。

地域企業とタイ
アップした行事を
通じて文化活動を
推進する。

地域企業の
協力を得て
芋の苗付け
から収穫ま
でを体験す
る。

- -

地域企業の協
力を得て芋の
苗付けから収
穫までを体験し
た。

Ａ
地域企業の協力を受
け、文化活動の推進を
図ることができた。

164 1-1-1 中央公民館 市民教養講座
市民対象に講座を開
催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決
に役立てる。

文化関係の
回数は未定

170 80,000

夏休みの親子
での体験型講
座、源氏物語
の歴史講座、
薬についての
健康講座、子
育て講座等各
分野のおいて
の講座を開催
した。

Ａ

諸問題を色々な分野を
通して複合的に学習
し、各人の生活課題の
解決に役立てることが
できた。

165 1-2-1 中央公民館
市民教養講座
講師支援（再
掲1-1-1）

市民対象に講座を開
催する。

地域の様々な分
野での歴史研究
者を活用するとと
もに、情報提供な
ど講演活動を支援
する。

文化関係の
回数は未定

170
（再掲）

80,000
（再掲）

元高等学校の
校長先生を招
き源氏物語の
女性たちにつ
いて講演頂い
た。

Ａ

地域の歴史研究者を活
用し、市民に対して、歴
史・文化を学ぶ機会を
提供することができた。

166 1-3-1 中央公民館
高砂市少年少
女合唱団

小学2年生から中学３
年生までの少年少女
が、合唱を通じて市
の開催する事業等に
参加する。

合唱を通じて団員
の親睦をはかり、
音楽性を高め、情
操豊かな少年少
女を育成すること
を目的とする。

定期演奏会
を年１回開
催し、市民
音楽祭、万
灯祭などに
出演する。

864 864,000

月3回の練習を
基本とし、定期
演奏会を年１回
開催し、市民音
楽祭、万灯祭な
どイベントに7
回出演した。

Ａ

活動を通して、芸術・文
化に親しみ、団員の音
楽性を高めることによ
り、情操性豊かな少年
少女を育成することが
できた。

167 3-1-6 中央公民館
市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に講座を開
催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決
に役立てる。

文化関係の
回数は未定

170
（再掲）

80,000
（再掲）

夏休みの親子
での体験型講
座、源氏物語
の歴史講座、
薬についての
健康講座、子
育て講座等各
分野のおいて
の講座を開催
した。

Ａ

諸問題を色々な分野を
通して複合的に学習
し、各人の生活課題の
解決に役立てることが
できた

168 3-1-9 中央公民館
展示スペース
の紹介

中央公民館展示ス
ペース、展示場所の
紹介を行う。

市民にも活動・発
表の場の紹介を
し、活動・発表の
場を広げる。

随時 0 0

災害時の防災
意識や石の宝
殿の歴史等の
展示や講演会
が開催された。

Ａ

市民に展示スペース等
の活動・発表の場を紹
介し、市民の文化活動
を支援することができ
た。

169 3-2-2 中央公民館

各新聞社、ＢＡ
Ｎ‐ＢＡＮテレビ
等への情報提
供

イベント案内等、情報
提供する。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

随時 0 0

イベント案内
等、情報提供
することにより、
情報の周知を
図り、多くの参
加者を募った。

Ａ

新聞、BAN‐BANテレビ
またはネット活用し、情
報提供することにより、
情報の周知を図り、より
多くの参加者を募ること
ができた。
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170 3-2-3 中央公民館
ポスター等の
展示、チラシの
配布

各施設でポスター展
示、チラシ配布を行
う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

随時 0 0

イベント案内
等、情報提供
することにより、
情報の周知を
図り、多くの参
加者を募った。

Ａ

各公民館とその登録グ
ループ、市立図書館、
一部病院等でのチラシ
の配布やポスター掲示
の依頼をし、情報提供
や周知を行い成果をあ
げることができた。

171 3-1-1 高砂公民館
高砂市民合唱
団

月4回の練習を基本
とし、発表会・研究会
の開催する。

団員相互間の親
睦と研鑽をはかる
と共に市民の文化
振興に寄与する。

月4回の練
習を基本と
し、ボラン
ティアで施
設慰問。40
周年記念コ
ンサートを
開催する。

413 412,800

月4回の練習を
基本とし、ボラ
ンティアで施設
慰問も行った。
40周年記念コ
ンサートを開催
した。

Ａ

市民の文化活動を支援
し、音楽に親しむ機会を
提供し、市民の文化活
動の促進に努めること
ができた。

172 1-3-7 各公民館 ふれあい広場

地域の子どもを対象
として書道教室など
の各種教室を開催す
る。

世代間相互の交
流を通しての体験
学習により、文化
技能等の伝承を
図るとともに地域
の連帯感を高め
る。

回数は未定 0 50,000

地区公民館に
おいて、各種親
子体験学習や
三世代輪投げ
大会を開催し
た。

Ａ

世代間相互の交流を通
しての体験学習により、
文化技能等の伝承を図
るとともに地域の連帯
感を高めることができ
た。

173 3-1-2 各公民館
作品展示ス
ペースの設
置、活用

各公民館で作品を展
示する。

作品展示により、
地域の人に公民
館グループ活動の
理解を深め、交流
を図る。

各公民館年
12回

0 0

通年で各公民
館のグループ
や地域のグ
ループ団体の
展示を行い活
動の理解を深
め交流を図っ
た。

Ａ

中央公民館の１階展示
スペースと2階通路・ロ
ビーの展示スペースに
おいて登録グループや
その他地域の団体の作
品展示を行い、活動の
理解を深めた。

174 3-1-4 各公民館 公民館まつり
各公民館での登録グ
ループの発表、作品
展示を行う。

各公民館において
登録グループの発
表や作品展示によ
り、グループ間並
びに地域との交流
を図る。

各公民館年
1回

0 0

各公民館にお
いて登録グ
ループの発表
や作品展示に
より、グループ
間並びに地域
との交流を図
れた。

Ａ

各公民館において、二
日間にわたり、日頃の
活動の成果を発表や、
作品展示の場を設ける
ことにより、グループ間
や地域との交流を図る
ことができた。

175 3-1-9 各公民館
活動・発表場
所の紹介

市内の文化施設や公
民館など、活動・発表
の場の紹介をする。

市内の文化施設
や公民館など、活
動・発表の場を紹
介し、周知を図る。

随時 0 0

市内の文化施
設や公民館な
ど、活動・発表
の場を紹介し、
周知を図った。

Ａ

市内の文化施設や公民
館など、活動・発表の場
を紹介し、周知を図るこ
とができた。

176 3-3-2 各公民館
公民館使用料
の減免

公民館登録グルー
プ、学校等の使用料
を減免する。

使用料を減免する
ことにより、各使用
団体の負担軽減
を図り、利用の促
進をする。

10,000件 0 0

公民館登録グ
ループ・学校等
の使用料の減
免を行った。

Ａ

使用料を減免し、使用
団体の負担軽減を図
り、団体活動の支援を
図ることができた。

177 1-1-1 教育センター
高齢者大学で
の講座

高齢者を対象に生涯
学習の場を提供する
とともに、高砂市の歴
史や伝統文化を学習
する講座を設ける。

高齢者の学習要
求にこたえ、健康
の増進、教養及び
生活文化、生きが
いの向上を図る。

高砂市の歴
史、文化に
係るカリ
キュラムを
実施する。

1,374 1,295,880

120回のカリ
キュラムの中
で、歴史、文化
に係る内容を
実施し、延人数
8,300人が参加
した。

Ａ

計画通りカリキュラムを
実施することにより、高
齢者の教養や生きがい
の向上を図ることがで
きた。

178 2-1-3 教育センター 歴史史跡探訪

高齢者大学の生徒に
対し、市内の史跡め
ぐりの授業を提供す
る。

市内の史跡を再
確認し、関心を
持ってもらう。

曽根、高
砂、米田、
生石の４回
実施する。

0 0

各学年1回、阿
弥陀・曽根・高
砂・米田の4回
の現地での史
跡見学を実施
した。

Ａ

ボランティアガイドによ
る現地説明により、各
地区の史跡を見学する
ことで、ふるさとの良さ
を再認識してもらうこと
ができた。

179 3-1-6 教育センター
高齢者大学で
の講座
（再掲1-1-1）

高齢者を対象に生涯
学習の場を提供する
とともに、高砂市の歴
史や伝統文化を学習
する講座を設ける。

高齢者の学習要
求にこたえ、健康
の増進、教養及び
生活文化、生きが
いの向上を図る。

高砂市の歴
史、文化に
係るカリ
キュラムを
実施する。

1,374
（再掲）

1,295,880
（再掲）

120回のカリ
キュラムの中
で、歴史、文化
に係る内容を
実施し、延人数
8,300人が参加
した。

Ａ

計画通りカリキュラムを
実施することにより、高
齢者の教養や生きがい
の向上を図ることがで
きた。
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180 1-3-1
選挙管理委員
会

選挙啓発ポス
ター

ポスターの募集を行
う。

選挙啓発 年１回 18 8,746
市内小中学校
から272点の応
募があった。

Ａ

ポスターの応募を通し
て、子ども達に芸術作
品の創造と発表する機
会を提供できた。また、
児童、生徒の選挙への
関心を高めることができ
た。

181 1-2-1 各課
歴史ガイドクラ
ブによるまち歩
き

歴史ガイドクラブにま
ち歩きの案内を依頼
する。

歴史ガイドクラブ
に依頼することに
より、市内の遺跡
等の周知に努め
る。

随時 0

（文化スポーツ
課）

「高砂学」活動
編にて高砂町
ウォークラリー
を開催。36名が
参加した。

Ａ

クイズ形式のウォークラ
リーを開催し、地域にあ
る遺跡や文化財等への
理解を深め、関心を高
めることができた。
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